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はじめに
今日、学内で初年次教育（First Year Education、以下 FYE）という言葉
が教務部委員会や高校生向けの大学説明会の場などで日常的に使われるよ
うになった印象を持っている。FYEという言葉は、狭い学内の中でも多義
的に使われるのが現状である。ある人は「動機付け」を目的とした教育を
FYEと呼び、別の人は補習的内容を念頭に置いて用いている。しかし、い
ずれの場合にも「高校教育と大学教育の橋渡し」、あるいは「連携教育」と
いう点でコンセンサスをえているのではないだろうか。その意味で、FYE
の中でリテラシー教育は大きな位置を占めている。
そもそも、学内でリテラシー教育、この科目が初年次教育の文脈で議論
が行われたのがいつ頃かは定かではない。FYEという言葉自体アメリカで
使われるようになったのが、1970年代の半ば以降「大学教育のユニバーサ
ル化」の議論の中で出てきたとされるので、日本においてはそれ以降であ
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るのは確かだ。今回少し資料をひもといてみると、大学設置大綱の変更以
降に、いくつかの学部で 1年生向けの科目として設置されていることがわ
かる。今日、各学部のカリキュラムを見ると「日本語表現」「基礎演習」「○
○リテラシー」など科目名はさまざまであるが、大学生として求められる
リテラシーの習得を目的とした科目が設置されている。
一方、本学の 1つの大きな転換点は 2007年（平成 19年度）に図書館が
文部科学省特色 GPからの「『教育の場』としての図書館の積極的活用」が
採択されたことではないだろうか。爾来、図書館が 1つの中核となって本
学のリテラシー教育の一角を担っている。
このように各学部でリテラシー科目の設置が進む一方で、図書館もまた
特色 GP採択以降、さまざまな形でのリテラシー教育プログラムの提供がな
されてきた。こうした状況の中で、1つの大きな課題が浮き上がってきた。
それは両者の協働の必要性である。例えて言うならば、「教室と図書館の連
係」プレーの構築、あるいは「教員と事務職員の連携」とでも言うことが
できよう。この課題に取り組むため、2013年度後期から教務部の教育開発・
支援センターと図書館の共催による初年次リテラシー研修会開催に至った。
2014年度の秋学期までに合計 3回開催されている。
本稿は、2014年度春学期までに 2回行われた同研修会の概要と課題を整
理することを目的としている。第 1章では先ず、各学部の 2014年度カリキュ
ラムで設置されているリテラシー科目の特徴を、学部便覧とシラバスから
概観し、学部（ただし文系 7学部）の現状を概観する。第 2章では図書館
が提供するリテラシー教育プログラムの概況を示し、第 3章ではリテラシー
研修会の概要を提示し、これまでに明らかになった課題を整理したい。
第 1章　学部教育におけるリテラシー教育―文系学部を中心に―
そもそも「リテラシー教育」といった場合に狭い意味では、言語を用い
て読み書きができる能力のことを意味するものの、今日ではその範囲は拡
大している。広く捉えるのであれば、なんらかの分野や事象、技術に習熟
してそれ使いこなすことができる能力、とされる。したがって、各学部の
シラバスを見れば、対象となる物事や技術をリテラシーという言葉の先頭
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に加えて「情報リテラシー」「ITリテラシー」「メディアリテラシー」「映像
リテラシー」などという科目が見られる。
表は、文系学部の 2014年度カリキュラムにおいて、上記のようなリテラ
シー教育を目的とし、もしくはその能力の涵養をシラバス上にうたってい
る科目を示したものである（ただし、ここでは図書館との関連で論じるので、
敢えて情報関係科目は除いている）。
この表からいくつかの特徴が見えてくる。第 1が「○○演習」という名
称でゼミナールという少人数教育を通じてリテラシー能力を涵養するとい
う考え方である。例えば法学部「教養基礎演習」、政治経済学部の「基本演習」
「基礎演習」などがそれにあたる。教養教育や専門教育の現場で、授業形態
を少人数形式で展開することで、「結果的」にリテラシー能力の習得や深化
を計ろうとするものである。言葉を換えて言えば、リテラシー「を」学ぶ
のではなく、さまざまな教養や専門分野を学ぶプロセスで結果的に、そう
した能力を「身につける」とでも表現できるだろう。
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表　文系７学部別「リテラシー科目」一覧（2014年度カリキュラム）
学部名 科目名 配当年次
法学部
法律リテラシー 1年次
教養基礎演習 1、2年次
商学部
基礎演習
1年次
日本語表現
政治経済学部
基本演習　Ⅰ　Ⅱ　Ⅲ 1年から2年次の春学期
教養演習　Ⅰ　Ⅱ 1年次
国語表現 1～4年次
文学部
基礎演習A
1年次
基礎演習B
経営学部
レポート・論文作成法
1、2年次
言語表現論
教養演習A
1、2年次
教養演習B
リサーチリテラシーA
3、4年次
リサーチリテラシーB
情報コミュニケーション学部
言葉とコミュニケーション科目群
日本語表現A（作文）
1年次
日本語表現B（文章理解）
日本語表現C（口頭表現）
2年次
日本語表現D（総合）
コミュニケーション基礎Ⅰ
1年次
コミュニケーション基礎Ⅱ
コミュニケーション応用Ⅰ
2年次
コミュニケーション応用Ⅱ
デジタルプレゼンテーション
3年次
パブリック・スピーキング
非言語コミュニケーション
談話コミュニケーションⅠ
談話コミュニケーションⅡ
リサーチリテラシー科目群
科学リテラシー
3、4年次
数理リテラシー
論理リテラシー
統計学A
統計学B
社会調査法A
社会調査法B
社会調査実習
質的調査分析法
データ解析論Ⅰ
セータ解析論Ⅱ
国際日本学部
日本語表現（文章表現）
1年次
日本語表現（口頭発表）
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対象としている能力は、シラバスを見る限りでは、それぞれの科目で異
同や重点は異なるものの、最大公約数としては、以下の 4点にまとめられる。
（1）読む：テキストの読解
（2）書く：レジュメの作成、レポートの作成、引用傍証の方法
（3）話す：プレゼンテーション、質問・コメントの仕方
（4）その他：資料の探し方
第 2が、文章表現、日本語表現など、科目名は多岐にわたるものの言葉
を用いたさまざまな表現の能力の習得と育成を目的としたものである。そ
の内容は「文章」、ものを書く能力を目的としたものもあれば、「口頭発表」、
話す力、聞く力からの涵養を目的としたものまでに広がっている。具体的
には商学部の「日本語表現」、情報コミュニケーション学部の「言語とコミュ
ニケーション科目群」、国際日本学部の「日本語表現」などがそれにあたる。
これらが、主に 1、2年生を対象にしているのに対し、3、4年次以降で
「リテラシー」という科目名をうたった科目を接している場合がある。これ
が第 3の特徴である。主に 3、4年生になって「調査方法」「統計的分析」
などを目的としたリテラシー能力の育成を目的とした科目群の設置である。
経営学部、情報コミュニケーション学部の特徴と位置づけることができる。
これはリテラシー教育が単に日本語の読み書きに留まらず、また初年次と
いう教育課程にも留まらないことを意味している。
第 2章　図書館で展開されるリテラシー教育
図書館のリテラシー教育としてまず挙げられるのが、学部間共通総合講
座「図書館活用法」授業である。本授業は、図書館を積極的・適切に利用
する力（図書館リテラシー）、 必要な情報を効果的に探し、入手する力（情
報リテラシー）、入手した情報を適切に利用し、レポート・論文やプレゼン
テーション資料を作成する力（学術リテラシー）、の 3つのリテラシー能力
を身につけることを目的としている。情報検索、資料の入手方法、レポー
トの書き方といった実学的な内容のほか、著作権、読書の愉しみといった、
倫理、教養教育的な要素も持った授業である。授業は教員と図書館職員が
分担して担当しており、ほぼ毎回講師が変わることになる。オムニバス形
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式の授業ではあるが、15回の授業内容をレポート作成の一連の流れにあて
はめて考えられるよう、授業構成を工夫している。
「図書館活用法」授業のほかにも、各キャンパスの図書館では、学部の授
業内で実施するゼミツアー（図書館ガイダンス）、図書館利用案内ツアー（フ
リーツアー）、情報検索やレポートの書き方の講座・講習会などを実施して
いる。これらの図書館のリテラシー教育の取り組みは、「『教育の場』とし
ての図書館の積極的活用」として、文部科学省の平成 19年度「特色ある大
学教育支援プログラム（特色 GP）」にも採択された。特色 GP採択を契機
として、各取り組みの内容のより一層の充実を図るとともに、特に「図書
館活用法」については、学外専門家の指導のもと、プログラム評価活動を
行い、教育内容の質を高める努力を行っている。
2012年には和泉図書館が新図書館として開館した。新和泉図書館は、建
設計画段階から、リテラシー教育の場の提供も念頭に置いて、施設・設備
計画を進めてきた。そして開館後は、それまでに行ってきた初年次・リテ
ラシー教育を土台とし、新しい設備のもと内容をさらに充実、発展させて
展開している。以下に、和泉図書館で実施している初年次およびリテラシー
教育に関する主な取り組みを紹介する。
新入生ガイダンス
毎年 4月に各学部が実施する新入生オリエンテーションにおいて、図書館職員
が会場で案内を行っている。図書館の蔵書、サービスの説明のほか、図書館を
紹介したDVDを上映している。和泉キャンパスのすべての学部で実施している。
フリーツアー
新入生ガイダンスを行う時期に、自由参加型の図書館見学ツアーを開催
している。ガイダンスでは教室内での説明にとどまるが、このフリーツアー
では、実際に図書館へ来てもらい、図書館スタッフからの資料や所蔵場所
の案内、施設の利用方法の説明を受けることができるため、ガイダンス内
でもツアーへの参加を促している。
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図書館ガイダンス
教員からの申込みにより、授業時間内に図書館内で実施している。館内ツ
アー、及び、1人 1台パソコンを使った演習形式で、図書館蔵書検索、雑誌論文、
新聞記事など情報検索の説明と実習を 90分の授業内で行う。事前に教員との
打ち合わせを行い、特に時間をかけたい点、説明をしてほしい点などの要望
を確認している。いわば授業内容のカスタマイズである。実施時期は例年 4
月から 6月と9月から11月。2014年度は計 170回実施し、2741名が参加した。
講座・DVD上映会
レポート・論文の書き方、ゼミ発表に関しては、「情報の達人」（紀伊国
屋書店、2007年）DVDの上映（15分）と図書館職員による講座（20分）
を行っている。DVD上映会と講座はそれぞれ独立した開催で、DVDは短
時間で簡単に内容を知りたい学生が、さらに詳しく学びたい学生は講座へ
参加することができるようになっている。その他、大学院生によるレポー
トの書き方講座も開催している。これらの上映会、講座は全て図書館側で
日時を設定して開催し、予約不要で誰でも参加できる形式になっている。
サーチアシスト
新和泉図書館では、レポートの書き方の相談や、文献調査に関するアシ
スタンスを受けられる場所を「サーチアシスト」として設けた。図書館の
フロアにありながら、カウンターのように完全にオープンではない場所と
なっており、図書館職員がじっくり腰を据えて話を聞いたり、説明をした
りすることができる。また、この場所は平日午後の時間帯、学習支援室に
勤務する大学院生が待機する「ナビステーション」となり、学生がレポー
トの相談に訪れている。
第 3章　初年次リテラシー教育研修会概要
第 1章、2章で述べてきたように、これまでも各学部、図書館ではそれ
ぞれで多様なリテラシープログラムが展開されていた。次に必要なことは、
これらを有機的に結びつけ、教職員協働でリテラシー教育をさらに発展さ
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せることである。その第一のステップとして企画されたのが、図書館と教
育開発・支援センターの共催による初年次リテラシー教育研修会である。
研修会の具体的な目的には、（1）学生の学修基礎力となるリテラシー教育
について、各学部の初年次教育と図書館の諸活動との情報交換を行うこと、
そして、（2） 教育力向上のための方法を学ぶことを掲げた。この研修を通し、
学部間で、また学部と図書館間でリテラシー教育に関する情報・意見交換
を定期的に行うことで、大学全体でリテラシー教育、ひいては初年次教育
のより一層の教育力向上を狙った。
第一回研修会（資料 1）は、2014年 1月 31日に開催され、38名の参加
者があった。図書館側からは、坂口雅樹和泉図書館事務長が図書館のリテ
ラシー教育全般について、そして矢野が、学部間共通総合講座「図書館活
用法」とその評価活動についての報告を行った。
学部からは教員が行っているリテラシー教育の一事例として、鳥居が商学部
の1年生必修科目として設置されている基礎演習で行っている事例を報告した。
最後にカリフォルニア大学バークレー校教育・学習センター シニアコ
ンサルタント渡邊有樹子氏による「UC Berkeley Center for Teaching and 
Learningでの教育・学習支援活動」の講演も行った。
第二回研修会（資料 2）は、2014年 8月 1日に開催され、18名の教職員
が参加した。図書館からは 2本の報告が行われた。菊池亮一図書館総務事
務長から「図書館によるリテラシー教育の現状」という題で学部間共通総
合講座「図書館活用法」を軸に、図書館が展開しているリテラシー教育に
関わるさまざまなプログラムの概況が報告され、次いで折戸晶子和泉図書
館事務長から「リテラシー教育に期待することーカウンターサービスを通
して見えることー」と題し、主に和泉図書館の現場（カウンター越し）に
見える学生にニーズや課題について話題が提供された。
一方教員側からも 2本の報告がなされた。法学部・高木正則准教授が「法
学部における法律リテラシー教育」と題し、法律という専門的な文章を読む
ために必要な法学部独自のリテラシー科目（「法律リテラシー」〔2005年度設置〕
の現状と課題について、また情報コミュニケーション学部からは細野はるみ
教授から「情報コミュニケーション学部における日本語教育」と題し、2013
年度に改訂された現行のカリキュラムの「日本語表現」の授業報告が行われた。
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参加者からはリテラシー教育に関して図書館や学部に期待することとし
て、「リテラシー科目の必修化」「学部・図書館の連携によるリテラシー教育」
などがあげられた。一方、「リテラシーは読み書きであるからこそ必修では
なく自ら必要に応じて身につける努力をしていくべき」「リテラシーはスキ
ルであるだけでなく、理念を含む概念として考えていくことが必要」だと
いう意見もみられ、リテラシー教育の根本も、今後議論していく必要があ
るのだろう。先にも述べたが、リテラシー教育はその必要性がより高まっ
てきている分野であるが、その教育は各教員、学部、部署に任せられてい
るところが多分にある。例えば、図書館で実施しているゼミツアー（ガイ
ダンス）や講座・講習会を知らなかったという教員がいたり、各学部でど
のようなリテラシー教育を行っているのかを知りたい、という職員がいた
りするなど、各々の取り組みには熱心ではあるが、それが有機的につながり、
より教育効果を高めている、という段階には至っていない。 
おわりに
この研修会のように、教員、職員の隔てなく、リテラシー教育に関わる
全ての大学関係者が集まる場所で情報交換をし、あるいは意見を交わし、
今後本学の学生にとって必要なリテラシー教育のあり方を見出していくと
いうのは非常に貴重な場であると言えるだろう。
2回の初年次教育リテラシー研修会を終えて、2つの側面から課題を整理
しておきたい。第 1が初年次リテラシー教育そのもの課題である。第 2が
研修会そのもの課題である。
先ず、前者についてみておこう。第 3章で研修会における議論の一部が
既に紹介されているが、成果と課題を整理して列挙しておこう。
1．学部教育と図書館のさらなる有機的な連携関係の構築
そもそも、両者の教育内容や現状を相互にあまり認識していないこと自
体が課題で、本研修会の開催に至った。したがって、今後も継続的な課題
としては、双方の教育・活動内容の交流の場設置や情報交換の必要性が確
認された。その上で、有機的な連携の可能性が強く認識された。例えば、学
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部での教育やシラバスのスケジュールと図書館が提供するさまざまなプロ
グラムの開催時期の調整などがあげられる。学部で展開しているさまざまな
科目の授業内容や日程を図書館で開催される講習会とリンクすることなど
ができないか。また、逆に図書館が計画する講習会の計画段階に教員の参加
が可能ではないか、という有機的な関係作りが課題として浮かび上がった。
2．リテラシー教育の担い手
本学では、教員、図書館職員、また一部には大学院生が TAとしてリテラ
シー教育に関わるようになり、いわばその担い手が拡大しつつある。しかし、
図書館職員、大学院生が教育活動に関わる点に関しては、まだ十分に了解が
できているとは言えない。教育が教員の領域であることは間違いないが、図
書館資料や学術情報の流通についての専門性を持った図書館職員も、リテ
ラシー教育に貢献できる部分は多いはずである。「教員」「事務職員」という
垣根を越えた協働が求められる。また、一部の大学で行われているように「学
生同士（Peer）」による学びという点に関しては未着手の状況である。
3．リテラシー教育の全学的な展開と議論の必要性
「2」の担い手の部分にも関わってくるが、リテラシー教育を充実させて
行くには、その担い手と同時に、現在の学部による教育と全学的な教育の
協力関係が必要になってくる。その一方でリテラシー教育のあるべき姿の
議論も必要であろう。そのことは表に示した、設置形態や配当年次にも如
実に表れている。ある学部では「全員に必要である」との考え方で必修と
なり、またある学部では 3、4年次にリテラシー教育の充実を明確に出して
いる。これらのことから、本学におけるリテラシー教育のあり方とその実
施方法を検討することが明らかになった。
後者の研修会の課題としては、参加者の層の拡大が必要である。研修会
を企画した段階では、教員 -事務職員の連携、学部間の教育内容の交流、そ
して初めて初年次教育を担う先生方などを念頭に置いていたものの、周知
不足もあるのか十分に浸透していない。今後は新任教員研修会などと関連
づけることも必要であろう。
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年度後期 初年次リテラシー教育研修会

日時：年 月 日 ～
会場：和泉図書館ホール

■開催にあたって
明治大学では、初年次教育の一環として、各学部においてさまざまなリテラシ
ー科目が開設されています。特に多くの学部では少人数、ゼミ形式によって実
施されています。一方本学の初年次教育の大きな特徴として、図書館が「学び
の場」として位置づけられ、教職員の協同で全学部の学生を対象にした多様な
プログラムが提供されています。
こうした状況を踏まえ、各学部の教員による内容と図書館によるプログラム
について、情報や意見交換を行い、初年次教育の一層の充実を目指したいと考
え企画いたしました。今回の企画を契機に、学部間、あるいは学部と図書館間
で初年次教育に関する情報・意見交換を今後定期的に行う予定です。

■プログラム
～
 開会挨拶 図書館副館長 鈴木哲也法学部准教授

～
 「図書館のリテラシー教育」 和泉図書館事務長 坂口雅樹

～
 「明治大学・学部でのリテラシー教育」 商学部教授 鳥居高

～
 「学部間共通総合講座『図書館活用法』とリテラシー教育」
和泉図書館事務室 矢野恵子

～
 「8&%HUNHOH\&HQWHUIRU7HDFKLQJDQG/HDUQLQJでの教育・学習支援活動」
カリフォルニア大学バークレー校教育・学習センターシニアコンサルタント 
渡邊有樹子

～
 閉会挨拶 教育開発・支援センター長 竹本田持
（敬称略）
■対象
本学の教職員及び兼任教員（特に初年次教育科目担当の先生方。 年度よ
り科目を担当される方）を念頭に置いていますが、皆様の参加を歓迎いたしま
す。

図書館 教育開発・支援センター 共催
問合わせ先：和泉図書館事務室（℡－―）
資料1　2013年度後期初年次リテラシー教育研修会プログラム
110
年度 春学期 初年次リテラシー教育研修会

日 時：年 月 日 ～：
会 場：和泉図書館ホール

【開催にあたって】
明治大学では、初年次教育の一環として、各学部においてさまざまなリテラシー科目
が開設されています。特に多くの学部では少人数、ゼミ形式によって実施されています。
一方本学の初年次教育の大きな特徴として、図書館が「学びの場」として位置づけられ、
教職員の協同で全学部の学生を対象にした多様なプログラムが提供されています。
こうした状況を踏まえ、年度後期より各学部の教員による初年次教育科目と図書
館によるプログラムについて、情報や意見交換を行い、初年次教育の一層の充実を目指
したいと考え、第  回の教員・職員合同の教育研修会を開催いたしました。今回は第 
弾として、法学部と情報コミュニケーション学部からのご報告と  年度春学期の図
書館の活動を中心に扱います。
【プログラム】























【対象】
本学の教職員及び兼任教員（特に初年次教育科目担当の先生方。年度より科目を
担当される方）を念頭に置いていますが、皆様の参加を歓迎いたします。

図書館 教育開発・支援センター 共催
問合わせ先：和泉図書館事務室（℡－―）
：～
 開会挨拶             図書館副館長 鈴木哲也法学部准教授

～
 「図書館によるリテラシー教育の現状」     図書館総務事務長 菊池亮一

～
 「リテラシー教育に期待すること－カウンターサービスを通して見えること－」 
                       和泉図書館事務長 折戸晶子 
                           
～：
 「法学部における法律リテラシー教育」
法学部准教授 髙木正則

～
 「情報コミュニケーション学部における日本語表現」
             情報コミュニケーション学部教授  細野はるみ

～
 閉会挨拶               副教務部長 鳥居高（商学部教授） 
（敬称略）

     司 会： 教育開発・支援センター ＦＤ・教育評価専門部会長
               商学部専任教授 桑森 真介                
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